
区分 対策内容 実施主体
工程

短期 中期 中長期

氾濫をで
きるだけ
防ぐ・減
らすため
の対策

高梁川下流部の浸水被害を防止するため、
堤防整備を実施

中国地整

真備緊急治水対策プロジェクトの推進
中国地整、岡山県、
倉敷市

改良復旧事業の推進 岡山県

高梁川水系下流・中流・上流部の浸水被害を
防止・軽減するため、河道掘削、堤防整備等を
実施

中国地整

岡山県

広島県

内水被害を軽減するため、排水ポンプの新設・
増設・改良、雨水排水路の断面拡大等を実施

岡山市、倉敷市、
笠岡市、井原市、
総社市、高梁市、
新見市、矢掛町

土砂流出対策施設の整備
岡山県、広島県、
近畿中国森林管理局

利水ダム等20ダムにおける事前放流等の実施、
体制構築

岡山県、
中国電力（株）、
土地改良区 等

大規模な開発行為等に伴う雨水流出抑制施設の
整備に対する助成

岡山市

用水路の事前水位低下による雨水貯留
岡山市、倉敷市、
早島町

被害対象
を減少さ
せるため
の対策

浸水リスクを考慮した立地適正化計画策定
に向けた検討

岡山市、倉敷市、
総社市、高梁市、
新見市、矢掛町

災害リスクが高いエリアの土地利用規制・
建築規制等の検討

倉敷市

被害の軽
減、早期
復旧・復
興のため
の対策

水位計や河川監視カメラによる河川情報の提供
岡山県、広島県、
中国地整

マイ・タイムライン等による防災教育
市町（岡山県、
広島県、中国地整）

高梁川水系流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～平成３０年７月豪雨災害からの一日も早い復旧・復興と岡山の観光・工業の中心地を守る流域治水対策の推進～

高梁川下流部

○ 高梁川では、上下流本支川の流域全体を俯瞰し、流域に関連する機関が一体となって以下の手順で「流域治水」を推進する。
【短期】真備緊急治水対策プロジェクトによる河川のハード対策の完了により、再度災害の防止を図る。また、浸水リスクを考慮した立地適正化計画策定に向けた検討や計画に基づく

浸水リスクを考慮したまちづくりの推進を図る。被害軽減策については、水位計や河川監視カメラによる河川情報の提供、マイ・タイムライン等による防災教育などを実施し、
逃げ遅れゼロを目指す。

【中期・中長期】高梁川水系下流・中流・上流部の浸水被害を防止・軽減するため、河道掘削、堤防整備等を実施し、流域全体の安全度向上を図る。また、立地適正化計画に基づく
浸水リスクを考慮したまちづくりの推進及び上記の被害軽減策について、継続的に実施する。

小田川・末政川・高馬川・
真谷川・大武谷川・
背谷川・内山谷川

高梁川水系下流部（高梁川）

河川整備基本方針
に向けて対策を推進

小田川合流点
付替え事業完了

WEB配信の実施
適切な維持管理と継続的な提供（岡山県、広島県、中国地整）

防災教育の実施（市町）
出前講座等の実施（岡山県、広島県、中国地整）

高梁川

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。

成羽川

河道掘削を実施
（広島県） 高梁川水系中流・上流部（高梁川・小田川・稲木川・林田川）

立地適正化計画策定済み
（岡山市、総社市、高梁市）

■事業規模
河川対策 （約1,029億円）
砂防対策 （約63億円）
下水道対策（約286億円）

気候変動を踏まえた
更なる対策を推進


